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音楽科の授業におけるコンビュータの活用

森　　下　　修　　次

I.はじめに

近年の情報改革の勢いは,かつて予想できなかっ

たほどに広範囲で急速に進歩しつつある。今では一

般社会の業務や日常生活においてコソピューク等の

情報換器を知らないことは許される状況ではなくなっ

ているし, 「デジタルデバイド」といった情報隣器

の格差も社会問題になってきていることは周知の事

実であろう。

このことは音楽の世界でも同じである。 CDや放

送など何らかのメディアを通して配布される音楽は,

ほぼ100%何らかの形でコソピュークを使用して制

作されているlと考えられるし,一見無関係に見え

るクラシックや伝統音楽の演奏会も決して例外では

ない2。

学校教育の現場においてもコソピュークの導入は

徐々に進んでいる。平成14年度からは小学校におい

て,総合的な学習の時間を中心に情報教育を行うこ

とになっている。文部科学省のホームページの中で

「情報化の進展に対応した教育環境の実現に向けて

情報化の進展に対応した教育環境の実現に向けて3」

と越された部分のイラストの一つには理科室やコソ

ピューク室と並んで音楽室も描かれている。それは,

文部科学省の行政サイドでも,音楽の授業がコソピュー

クを無縁とは考えていないからであり,これからの

教育に音楽も例外ではなくコソピュークと関わって

いかなければならないメッセージと受け取れる。

このことから,小中学校のコソピュークを使った

授業の現状とこれからどう取り組むべきかを分析的

に考えてみたい。

なお,ここではワープロ専用機や電子ピアノのよ

うに, CPUを搭載し,演算幾能によって作業を処

理している装置の総称をコソピューク,パーソナル

コソピュークをバソコソとして区別して表記するこ

ととする。

2.学校現場におけるパソコン使用の現状

小中学校でバソコソを用いた音楽実践例は,音楽

之友社の発行する「教育音楽　中学・高校版」にお

いて82年から登場するのに対し. 「教育音楽　小学

版」では1992年から登場している4。中高に比べて

小学校ではコソピューク音楽の取り組みが10年ほど

遅れているともとれる。その中でどういう利用の仕

方がされているかは,表現:271例,鑑賞:23例,

DTMの入力方法そのもの:33例,その他: 15例と

報告されており,表現の内訳は,創作:147例,敬

唱(合唱) :53例,器楽(合奏) 46例,その他:25

例とされている。これらは′ト学校,中高等もほぼ同

じような割合煩向だと述べられている。

筆者は10年ほど前,まだ, MS-DOSが全盛だっ

た頃,奈良教育大学附属′ト学校で試験的にパソコン

を利用した創作の授業を行ったことがあるS。それ

らをどう創作指導に活用していけば良いのか正直と

まどいを感じたものの,其っ白いキャンバスに電子

楽器による音の絵の具を塗りつけていくような作業

は,絵を描くのと同じ感覚であり,子どもたちが目

を輝かせて取り組んでいたことを思い出す。ただ,

詳しく観察していると,自由に創作できるためには,

ある程度音楽的スキルを持っていることが条件のよ

うに思えた。いずれ正せよ,それまでM的音楽活

動が中心だった学校の音楽教育に,個々の個性が生

かせる教育が出来るのではないかとの印象が得られ

た。

それから10年あまりの歳月の中でバソコソを用い

た音楽実践例で創作が多いのは.パソコン利用の音

楽制作が創作活動に向いていると感じた教育関係者2001. 7.31受理
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が多かったからであろう。

ところで音楽の授業でパソコソはどのような使わ

れ方をしているのだろうか。以下に使用目的別に五

つの分類を試みた。

(1)ドリル型

聴音や楽典を学習するためにバソコソ上でドリル

ソフトを作動させて使用する。-コソピュ-タを指導

補助機器として使用するのはバソコソが一般に出回

り始めた初期の頃から考えられており,今日のよう

にバソコソが高性能化し音声や画像を自由に扱える

ようになるまでこちらの方が主流であった。ソフト

もそれなりに市販されているが,研究授業等では創

作や表現の方に蛮点が置かれるためか,使用される

例は少ない。しかしながら,創作ための技量を養成

するために,ある程度の使用をすべきではないかと

思われる。

(2)鑑賞型

コソピュークを鑑賞に用いる方法である。観賞用

MIDIデータも市販されているが,普通のCDの方が

音がよいので普及していない。児童生徒がお互いの

自作品を聴きあったり, LANで接続されたホスト

コソビュータの音声データを引き出して鑑賞するな

どが考えられる。まだまだ事例が少なく,これから

開発されるべき分野である。

(3)支援型

市販及び自作のMIDIデータを使用して,合奏や

合唱の伴奏等を行わせるものがこれに相当する,。コ

ソピューク等を利用したMIDIデータの再生は速度

や調が自由に設定でき,特定のパートの音を出さな

いようにすることも容易なため,特に合奏や合唱の

パート練習に活用できる。また,ピアノが苦手な教

師は最初からカラオケとして利用するケースもある

ようだ。

速度や調が自t的こ設定できるのはコソピューク及

び電子楽器導入のメリットといえる。特に調を児童・

生徒の声に合わせて伴奏を自由に移調するのはかな

りピアノを弾ける人でないと難しいものである。

デメリットもある。調は一度決めてしまえば問題

が生じることはない。しかし,人間の演奏は速度が

常に微妙に変化するのが特徴なため,コソビュータ

上でも曲途中の速度変化を予め設定することは可能

でも,リアルタイムに奏者や歌手に合わせて速度を

変化させることは難しい。いわゆる機械的な演奏に

陥り易いということである。

それに対する解決策ともいうべき方法はいくつか

研究されてきた1992年頃マサチューセッツ工科大

学等で奏者のテソポにコソビュ←タ伴奏のテンポを

合わせる研究が行われていた5。いわゆる自動伴奏

装置の開発である。アメリカでは商品化され,一部

は日本にも輸入されたが結局日本では普及に至らな

かった。また1989年頃,日本の富士通はニューラル

ネットワークの研究7の一環として,人間とコソピュー

クのドラムセッショソの即興を研究していた。これ

は人間のドラム奏者の演奏に呼応してコソピューク

のドラムが即興的に演奏で答えるというものであっ

た。しかし,これも結局実験的に行われただけだっ

たようで,その後商品化されたという話は聞かない。

これらの研究はこのところ下火になった印象があ

る。しかしコソピュークと感性の研究はまだまだ発

展途上でもあるので,将来的に実用的な商品が開発

されることが望まれる。

(4)創作型

MIDIが開発されてパソコソで容易にオリジナル

曲などが作れるようになった頃から,創作教育にパ

ソコソの使用が有意義だと考えられるようになって

きた。それから今日に至るまで実際に成果を挙げた

事例は多い。前述のようにノミソコソを利用した音楽

教育はかなり創作が占めている。

アプローチは様々な方法が試みられている。

1.コソピュークと電子楽器だけ揃えて,あとは生

徒の自主性にまかせる方法。

2.音楽理論等,基礎から手順をふまえて導入して

いく方法。

3.自然から音楽を作る,例えばメタセコイアの年

輪を測定し測定値を音に匿き換えるなど。 8

3番目の方法はユニークである。 1番目2番目は

それぞれ取り組んでいる教師が日々試行錯誤して取

り組んでいるものと思われる。

(5)コミュニケーショソ型

イソターネットが急速に一般化した最近の5年間

ぐらい前から利用し始められた方法である。利用方

法は次の通りである。

(7)生徒児童がお互いの作った,あるいはお薦め

の曲をローカルネットのメール撒能を使用して

送って聴き合い,感想を言い合う9。

(-0　イソクーネットのテレビ電話機能を応用して,

遠隔地の児童生徒と作品を披露仕合い,相互交
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流を図る。

(ウ)イソクーネットのホームページに自作品を公

開し.広く世間一般の人と交流を行う。

(⇒　イソクーネット搬能をフルに利用して,バラ

バラに点在する遠隔地の児童生徒が,リアルタ

イムに合唱や合奏を行う。

(*)遠隔地の児童生徒に対して,教師がイソクー

ネットを利用して学習指導する。

これら利用法はイソクーネットというイソフラが

できてこそ可能になった方法である。

そして, (2)鑑賞型-(4)創作型を発展させた形として

今後はさらに利用されていくだろう。

(*)は小学校・中学校等より,むしろ大人を相手に

した,街のピアノ教室の発展した形の商業的音楽教

室に試みられている方法である。教育の効率化も言

われていることから,近い将来学校現場の音楽の授

業でも使われる日が来るかもしれない10。

イソクーネットの使用は,行動範囲を仮想的であ

るが大いに広げてくれる。社会や理科など他教科の

連携もいろいろと考えられることから,総合的な学

習の時間に活用されることが一番に考えられる。

4.パソコン導入を阻む問題点

私は最近の1年間で20ほどの新潟市近郊の小中学

校を訪問する搬会を得ているが,その中でパソコソ

を音楽の授業で使用していたケースは′ト学校1校,

中学校2校だけであった。その3校のうち,附属を

除く一般校は中学校1校だけであり,その中学校で

は合奏指導の支援機器として限定的に用いていた。

ごく限られた範囲なので断言は出来ないが,全国的

に見てもバソコソを飢樋的に音楽の授業で用いるの

はまだまだ少数派と思われる。では,これだけ文部

科学省がバソコソの利用を呼びかけているのにもか

かわらず,何故,積極的な導入が図られないのだろ

wM

l.千第の問題

コソピュークを導入するには予算が必要であ

るが,各自治体の経済状態は厳しいと思われ,

必用赦小限しか導入が出来ない状況が考えられ

る。

2.教師の技量の問題

バソコソで音楽を数えるためには教師が0S,

アプリケ-ショソ,ネット, MIDIといったも

のにある程度構適する必用がある。また,これ

らの機器はトラブルも起きやすく準備も大変で

ある。そういった条件をクリアするのは並大抵

のことではない。

3.換種選定の問堪

機掩設定は実際に教師側の意向より,教育委

員会などの別のところで決められたり,他教科

と共同で使用するために音楽科としては妥協せ

ざるを得ない場合もありうると思われる。プロ

の作曲家など音楽で生計をたてている人の間で

はApple社製のMacintoshという搬種が好んで

用いられている。一方,世間一般はMicrosoft

杜のWindowsと呼ばれるOSを搭載した機種を

使用するのが普通で,シェアは90%程度に達す

るものと思われる。両者は音楽ソフトがHybrid

(両対応)として発売されるものが多くなった

ため以前ほどの差はなくなったが,両者のちょっ

とした差が,教育に及ぼす影響も鯉視できない

と考えられる。例えばWindowsではフロッピー

ディスクドライブはAドライブ(DOS/Vの場

合)と決まっているが,意外とこのことが初心

者にはわかりづらい　Macintoshではフロッピー

ディスクを本体に挿入すれば画面上にアイコソ

が表れるので理解しやすい11。これらは些細な

ことだと思うかもしれないが,実際に子どもた

ちに操作させると理解の差は歴然としてくる12。

ただ,他教科ではWindowsが都合がよい

(あるいはWindows用の7プリケ-ショソソ

フトしかない)とか, Macintoshを製造してい

るのが1杜のみ(Windowsは世界中のメーカー

が作っている)のため選択肢が限られることな

ども音楽科の選択の自由度を狭めているように

思われる。これからコソピュークを購入するの

は,もっと使いやすさを第一に考えるべきであ

る。

4.場所の問題

音楽科指導の道具として利用する場合,バソ

コソ本体のみならずMIDIキーボードなどの電

子デバイスを使用するのが普通である。生徒用

バソコソを設挺する場所の確保も必用だし,

MIDIキーボードなどが常に性かれていて.い

つでも使える状態でないと現場では使い物にな

らないだろう。たとえパソコンが常設されてい

ても, MIDIデーボードをいちいち出したりし

まったりするのは教師にとってかなりの負担に

なる。また,コネクター等の破損にもつながる

ため,結果的に授業では使用しなくことも充分

にありうる。やはり音楽専用のコソピューク室
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を設置するのが望ましい。

5.ソフトの問題

パソコソ導入のためにはどういったアプリケー

ショソソフトを利用するかはたいへんに重要な

問題である。プロ用ソフトにはいろいろな種煩

のものがあり,児童生徒の学習用にも使用可能

であるo　しかしながら価格も高く必用とする--

ドも高価なものを要求することがあるため簡単

には導入できない。ただ使い勝手は初心者にも

意外と理解しやすかったりする。教育用ソフト

も開発されているが,操作性が芳しくなかった

り,クオリティに問題があったりする。例えば

あるソフトではcrescendoを楽譜の記号として

入力できるが,再生される音は単純にMIDIの

Volume controlを調節しているのに過ぎなかっ

た。音の強弱は単純に音量だけが変わっている

のではなく音色の変化を伴う13。そういったこ

とを正確に表現できなければ教育現場では使用

することはできない。望まれるソフトはプロの

使用に耐えうるクオリティと易しいユーザーイ

ソターフェイス,価格が安いことであろう。そ

ういったソフト開発を促すためにも,不正使用

は絶対に改めなければならない】4。

6.サポートの問題

パソコソ導入後の問題は指導が行き詰まった

とき,問題が起きたときなど誰に聞いて良いの

か分からないことが多い。ましてや同僚にコソ

ピュークに詳しい人がいたとしても音楽のこと

が分かるとは限らない。こういったことに対処

できるようなサポートセソクーがなければ教育

現場での大幅な導入はありえないだろう。

以上の六つが考えられる問題である。これらを解

決するためにはメ-カー,教師,それを支援する立

場,例えば教育事務所や大学など様々な立場から考

えていく必用がある。以下にその解決法をいくつか

提案する。

5.学校現場におけるパソコン使用方法

バソコソを授業で使うには,まずユーザーである

教師がどのような目的で使用するのか明確に意識し

ておく必用がある。ただ何となく使用していたので

は教育目的は果たせない。そのためパソコソのどの

機能を必用としているのか考える必用がある。

バソコソは汎用機であり,ソフトや周辺機器でい

ろいろなことに使える変幻自在の存在のようなとこ

ろがある。それだけに何にでも使えてしまうが.普

楽の指導にとって今何を必用としているのか吟味す

る必用があろう。音楽分野でペソコソで直接的にで

きることは次のようなことが挙げられる。

7.楽譜の入力15と表示・印刷および再生

ィ.音の入力と再生16

ウ.入力された音の編集

工.自動伴奏・自動作曲機能

このうち, ′ト学校だと楽譜の学習と創作を組み合

わせて「楽譜入力と再生」の機能を使うケースが多

いものと思われる。しかし,気を付けないといけな

いのは楽譜に表されたものと実際に鳴っている音楽

は別物だということである。例えば語例1のような

楽譜を演奏するとするo通常この楽譜は音価100%,

すなわち四分音符の長さ一杯にそうすることになる

ため,これをコンピュータで演奏させると図117の

ような演奏になる。しかし,これは楽譜では語例2

のようにスラーとして表記すべき音である。現実の

演奏では単純な四分音符でも図2のようにいろいろ

な割合の選択肢があるわけで,これらは意識せずに

使い分けていることが多い。このことを知らずに

「楽譜入力と再生」の機能を使用すると,音楽とし

てとてもおかしなものになる可能があり,教師は十

二分にその点を配慮しておく必用がある。

プロがMIDI入力する際にはディスプレイに楽譜

画面を使用しない18のが普通である。創作指導の際

に入力させるばあいと楽譜入力は分けて考えるべき

で,作品を楽譜に起こすのであれば別の機会に実音

と楽譜の違いの指導を行ったうえで遂行すべきであ

る。

そうすると,創作活動にはィ.のみあるいはィ.

ウ.の隣能が必用と言うことになる。場合によって

はエ.の隣能が欲しい場合もあるだろう。指導のた

語例2　図1の演奏を反対に楽譜で表すとこうなる。
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図1語例1を単専制こピ7ノロールで表現した場合(横軸:時間-拍　縦軸:書高)

図2　語例1を実際に演奏したときのピアノロール例

長さは上記以外にも長くもなり短くもなる。また,タイミングその他多少のば

らつきがあるのが普通である。 (横軸:時間-拍　縦軸:昔高)

めにはどういったソフトが最も適しているか,どう

いう機能が必要かということを吟味する必用がある。

また,電子ピアノ等にも自動伴奏装K・を内蔵したも

のがあり,コソビュータを使わずに電子ピアノ等を

利用した方がうまくいく場合もある。特に即興性を

重視する場合など,ユーザーイソク-フェイスの使

いやすさから,電子ピアノやポータブルMIDIデー

タ再生装置等の利用の方が望ましいように思われる。

支援型の場合,合奏や合奏に使用するMIDIデー

タは市販されているものを購入,またはコソピュー

クを使用して自作することとし,授業ではパソコソ

を用いず, MIDIデータ再生機能の付いた電子ピア

ノやポータブルMIDIデータ再生装匠19を用いるのが

望ましい。これは合奏や合唱で使用する際に必用な

機能が再生だけであり,これらの装匠を使うことで

もマイナスワソ,いわゆるカラオケ搬能,全体の速
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さや調を変える,といった機能が使用でき,ユーザー

イソターフェイスもパソコソのように煩雑でなく動

作も安定しているからである。また,速度を連続的

に変えられることから,曲に最もふさわしい速度を

児童生徒が恕定できること,簡単に曲の頭出しがで

きることにより二つ以上のデータを聴き比べる20な

ど,必用とする換能を簡単に使用できる。なお,支

援型の場合, MIDIデータをどうするかという問題

があるが,それについては次章で述べる。

ドリル型は.学習用のソラトウェアの入手が不可

欠である。最も自作のものができるのが望ましいが

その点については後述する。鑑賞は, CD-ROMに

よるマルチメディア機能を使用するのが無難だと思

われる。イソクーネットで様々なことを調べるのも

鑑賞の授業には有意義に働くものと考えられる。鑑

賞においては,ヘッドフォソなどの再生装置にはお
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金をかけて,ある程度の高音質にしておく必用があ

る。悪い音では聴いている児童生徒に感銘を与える

ことはできないし,逆に嫌悪感を与えかねない。ま

た,健康的な見地からも望ましくないからである。

6.学校での教育を支援するためにこれからす

るべきこと

学校の音楽の授業は,コソピューク等新しい電子

榛器の利用,総合的学習との絡みから,されなる外

部の支援が必要や学校同士の協力・連絡体制が必要

になると思われる。特に教育セソクー級能として大

学はもっと機能すべきであり.やるべきことがたく

さんあるように思われる。以下に音楽科に的を絞っ

ていくつか述べてみる。

1.教員の再教育棲関

コソピューク音楽を扱うにはそれなりの専門知

識がどうしても必要である。例えばMIDIは本来

電子楽器間の通信システムであり,限本的な仕組

みを知っておかないとトラブルに対処することは

難しい。社団法人音楽7民子琳業協会(AMEI) 21

では毎年MIDI検定試験を行ってコソピューク音

楽の基礎知識の啓紫を図っている。範年1,000名

以上の受験者,多くはW-I1-1学校生が受験しMIDI

の専門家を育っているが,教員になるものは少な

い　MIDIをはじめとするコソピューク音楽の知

識は音大や教育大学でも履修すべきで,それなり

の設備や指導体制を早急に確立しなければならな

い。また,開かれた大学が叫ばれて久しいが,大

学のそれらの設備や指導体制を現職教員に解放す

る必要がある。具体的には現職教員を対象とした

コソピューク音楽の夏期講座などが考えられる。

こういった現職教員の再教育は.コソピューク音

楽のみならずすべての分野で今後の音楽教育の発

展のために必要性が高いものと考えられる。

2.教材のデータベース化

コソピューク音楽を授業に取り入れる上でネッ

クになるのは.いかにして優れたソフトを手に入

れるかである。この場合のソフトはアプリケーショ

ソソフトのことではなくMIDIデータ,ミュージッ

クデータなどの賛料を指す。

例えば合唱指導するために電子ピアノやポーク

テルMIDI再生装匿を使用するとする。既に曲が

決まっていたとすると,その曲のデータを手に入

れなければならない。市販されている場合はよい

としても,無い場合は自作する以外にない。しか

し,現場の教師は多忙である。またMIDIデータ

作成もクオリティの高いものを作るためにはそれ

なりの時間がかかる。こんなとき,教材のデータ

ベースが構築されていたら便利であろう。

例えば地域の大学が中心になって教材指導用の

データベースを構築するとする。そこには教官や

学生が作ったMIDIデータをはじめとする教材資

料が収められている。現場の先生は市販にデータ

が見あたらないとき,大学のデ-タベースにアク

セスしてダウソロードすれば.その日から授業に

MIDIデータを使用することができる。同様にド

リルソフトなども提供できればさらに利用の幅は

広がるであろう。このデータベースには現場の教

師からの意見や投稿も受け付けている。将来的に

は現場の教師の投稿が中心になることが望ましい

と考えられる。というのは,市販されているデー

タが必ずしも使いやすいとは限らず,教育実体を

よく知っている教師が作ったものの方がむしろ現

場では使い易いと思われるためである。

ただ,この構想には著作権問題という弱点があ

る　MIDIデータそのものの著作権は相互の利用

という立場でフリーにしてもらうとしても,元の

楽曲の著作権をどうするのかという問題が残る。

現実的な解決策としては,データのダウソロード

は会員,例えば「音楽教育を語る会22」に限定す

るなどの処置が必要であると思われるが,著作権

に関するさらなる研究が必要である。

7.最後に

コソピュ-タを使った教育の歴史は,長い教育の

歴史から見れば始まったばかりであり,賛明期であ

るといえよう。 -ード,ソフトおよび方法について

まだまだこれからやっていかなければならないこと

が多くある。この少し前の時期にはMLやエレクトー

ソなど電子楽器の先駆けとして様々な教育的試みが

行われてきた。いれらは一時期経済的に成功を収め

たかもしれないが,全国の学校教育に影響を与えた

とは思えない。それは商業主義の限界であり,広く

現場の教師の支持や関心に結びつかなかったからで

ある。そうならないためにもメーカーだけでなく′ト

中学校の教師等,多くの人々の知窓を集めて,コン

ピュータが今までと違った教育を生み出せるよう工

夫と努力がこれからもっと必要になってくるだろう。
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